


 表紙の絵　 鈴木功さんの垣根にて  2011年11月26日採集「サザンカの花」
紙（アルシュ極細）/テンペラ　size:300mm×260mm
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「葉っぱの画家さんだけど、花の絵を描いているところが撮りたい」

と映像監督の伊丹さん。

「だったら、サザンカを描きたい」

と私。江戸時代に編まれた

『花彙』 や 『 シーボルト 日本植物誌 』 に、載ってるような

花びら五枚のシンプルなサザンカの花を、

じつは前々から描きたい、と思っていたのだった。

できれば、花の色は白がいい。

夏に、実と葉っぱを戴いた鈴木さん家のサザンカの垣根を訪ねると、

なんと白い花が咲いていた。

興奮しきりでモデルの花選びをすると、

五枚に見えた花びらの数は、六枚だったり八枚だったり。

花色も、微妙に先っぽが薄桃色だったり……。

本に載ってるようなのとは、巡り会えない。

結局、私が選んだのは、花びらが虫に食われたこの花。

シャープペンシルで下書きした絵を、撮影隊が帰った後に一人手直ししていると、

オシベの中からひょっこり黄色いイモ虫くん。

私の視線に気づくと、

オシベになりきる、太っちょイモ虫くんなのだった。

（『言の葉  葉っぱ暦』（けやき出版）掲載より）
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